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１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析

① 当連結会計年度の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、年度前半には中国・新興国経済の景気減速の影響もあり輸出が弱含

み、個人消費及び民間設備投資の回復に遅れが見られましたが、大胆な金融政策、機動的な財政政策、民間投資を

喚起する成長戦略を柱とする経済財政政策の推進により、雇用・所得環境が改善し、原油価格の低下等により交易

条件が改善する中で、緩やかな回復基調が続いております。 

当社グループの主要事業であります建設業界におきましては、政府建設投資は年々減少傾向にありますが、東

日本大震災からの復興の加速、防災・減災、老朽化対策等の事業により工事量は維持されております。また、民間

建設投資においても、土木インフラ系企業の設備投資や増税前の駆け込み需要も想定され、緩やかながらも回復傾

向が続くと思われます。 

このような情勢下におきまして、当社の企業グループを挙げて積極的な営業活動を行いました結果、連結受注

高においては140,705百万円（前期比16.1％減）となりました。うち、当社受注工事高においては、土木工事で

44,744百万円（前期比31.3％減）、建築工事で54,847百万円（前期比5.6％減）、合計99,592百万円（前期比19.2%

減）となりました。なお、官民別比率は、官公庁工事50.3％、民間工事49.7％でございます。 

 また、連結売上高においては146,815百万円（前期比6.0％増）となりました。うち、当社完成工事高において

は、土木工事で50,034百万円（前期比0.5％減）、建築工事で52,264百万円（前期比10.0％増）、合計102,299百万

円（前期比4.6％増）となりました。なお、官民別比率は、官公庁工事58.1％、民間工事41.9％でございます。 

 利益面におきましては、原価の低減と経費の節減を推し進めました結果、連結で経常利益9,205百万円（前期比

46.1％増）、親会社株主に帰属する当期純利益5,554百万円（前期比20.3％増）という結果になりました。うち、

当社の経常利益で6,123百万円（前期比41.0％増）、当期純利益で3,637百万円（前期比12.1％増）という結果にな

りました。

 セグメント別の業績は次のとおりであります。 

 土木事業においては、売上高は73,745百万円（前期比5.7％増）、営業利益5,469百万円（前期比22.2％増）とな

りました。 

 建築事業においては、売上高は69,546百万円（前期比6.7％増）、営業利益3,766百万円（前期比138.6％増）と

なりました。 

 その他の事業においては、売上高は3,523百万円（前期比2.2％減）、営業利益126百万円（前期比49.4％増）と

なりました。

 

② 今後の見通し

今後のわが国経済の見通しといたしましては、政府による「一億総活躍社会の実現に向けて緊急に実施すべき

対策」などの政策の推進により雇用・所得環境が改善し、経済の好循環が更に進展するとともに、交易条件が緩や

かに改善する中で、堅調な民需に支えられた景気回復が見込まれますが、先行のリスクとして中国・新興国等の景

気の下振れ、金融資本・商品市場の動向、地政学的な不確実性等に留意が必要であると考えられます。

建設業界におきましては、政府建設投資は、今後、緩やかな減少が続くと見込まれますが、国土強靭化、緊急

防災・減災事業及び老朽化対策事業等への投資が高水準で維持されると見込まれます。また、民間建設投資におい

ても、増税前の駆け込み需要、土木インフラ系企業の設備投資等が押し上げ要因になり、緩やかな回復基調が継続

すると思われますが、以前より直面している技術者・技能労働者不足、労務・資材費の上昇等の問題が工事進捗に

影響を及ぼすおそれもあり今後も動向を注視する必要があると思われます。

このような環境の下、「企業体質を改善し、収益重視を徹底することで、持続的成長を確実なものとする」を

経営の柱とし、必要以上に規模の拡大を追わず、保有経営資源に見合った事業量を確保しつつ、また、当社の技術

力を生かせるプロジェクトに積極的に参入し、継続的に利益を生み出す体制を目指す所存でございます。

具体的な取り組みは次のとおりでございます。

(1) 国内土木部門を収益の柱と位置付け、継続する震災復興事業、新たな首都圏インフラ整備事業、国土強靭化

事業への適切な取り組みを、グループを挙げて実施します。 

(2) 国内建築部門、海外部門は、中長期的な視点に立ち、将来の業容拡大に向けた収益基盤を再構築することに

注力します。

(3) 管理部門は、グループを取り巻く様々なリスクに対応する体制を構築し、リスク管理の徹底を図ります。
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平成29年３月期（平成28年度）の通期業績予想については、連結で売上高142,000百万円（前期比3.3％減）、

経常利益7,000百万円（前期比24.0％減）、親会社株主に帰属する当期純利益4,600百万円（前期比17.2％減）とな

る見込みであります。うち、当社の完成工事高で98,000百万円（前期比4.2％減）、経常利益5,100百万円（前期比

16.7％減）、当期純利益3,500百万円（前期比3.8％減）となる見込みであります。

 

(2）財政状態に関する分析

  当連結会計年度のキャッシュ・フローについては、営業活動により14,890百万円増加し、投資活動により1,146

百万円減少し、財務活動により1,712百万円増加し、この結果、現金及び現金同等物は15,397百万円の増加とな

り、当連結会計年度末残高は31,633百万円（前期比94.8％増）となりました。 

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果獲得した資金は、純額で14,890百万円（前期は6,042百万円の使用）となりました。これは主

に、税金等調整前当期純利益の計上8,708百万円、売上債権の減少5,685百万円等による資金の増加、法人税等の支

払額2,518百万円、未成工事受入金の減少1,006百万円等による資金の減少があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果使用した資金は、純額で1,146百万円（前期は507百万円の獲得）となりました。これは主に、有

形固定資産の取得による支出741百万円、投資有価証券の取得による支出683百万円等による資金の減少によるもの

です。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果獲得した資金は、純額で1,712百万円（前期比45.0％減）となりました。これは主に、株式の発

行による収入5,417百万円、長期借入れによる収入3,150百万円等による資金の増加、短期借入金の減少6,550百万

円等による資金の減少によるものです。

 当社グループのキャッシュ・フロー指標のトレンドは下記のとおりです。

   平成24年３月期  平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期 

自己資本比率（％） 24.4 22.0 25.2 28.7 35.7

時価ベースの自己資本比率（％） 8.6 7.1 29.2 42.4 36.3

債務償還年数（年） － － 1.3 － 0.3

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） － － 26.7 － 279.9

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

債務償還年数：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。 

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。 

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。 

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としていま

す。

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 利益配分については、長期的発展の礎となる財務体質の充実を図りつつ、株主各位への安定的な配当の維持及び向

上を図っていくことを基本方針としています。

 また、内部留保については、今後予想される建設業界の競争激化に対処するため、新技術の開発等の投資に活用

し、企業体質と企業競争力のさらなる強化に取り組む所存です。

 当期の配当については、１株当たり年間普通配当金を５円とする予定ですが、次期の配当については、現時点では

未定です。

 

(4）事業等のリスク

 最近の有価証券報告書（平成27年６月26日提出）における「事業等のリスク」から重要な変更がないため開示を省

略します。
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２．企業集団の状況

 最近の有価証券報告書（平成27年６月26日提出）における「事業系統図（事業の内容）」及び「関係会社の状況」から

重要な変更がないため開示を省略します。

 

 

３．経営方針

 (1）会社の経営の基本方針

 「中期経営計画の策定に関するお知らせ」（平成26年５月９日開示）により開示を行った内容から重要な変更がな

いため開示を省略します。

 当該「中期経営計画の策定に関するお知らせ」は、次のＵＲＬに掲載しています。

（当社ホームページ）

http://www.daiho.co.jp 

（東京証券取引所ホームページ（上場会社情報検索ページ））

http://www.jpx.co.jp/listing/co-search/index.html 

 

 (2）目標とする経営指標

 「中期経営計画の策定に関するお知らせ」（平成26年５月９日開示）により開示を行った内容から重要な変更がな

いため開示を省略します。

 当該「中期経営計画の策定に関するお知らせ」は、次のＵＲＬに掲載しています。

（当社ホームページ）

http://www.daiho.co.jp 

（東京証券取引所ホームページ（上場会社情報検索ページ））

http://www.jpx.co.jp/listing/co-search/index.html 

 

 (3）中長期的な会社の経営戦略並びに会社の対処すべき課題

 「中期経営計画の策定に関するお知らせ」（平成26年５月９日開示）により開示を行った内容から重要な変更がな

いため開示を省略します。

 当該「中期経営計画の策定に関するお知らせ」は、次のＵＲＬに掲載しています。

（当社ホームページ）

http://www.daiho.co.jp 

（東京証券取引所ホームページ（上場会社情報検索ページ））

http://www.jpx.co.jp/listing/co-search/index.html 

 

 (4）会社の対処すべき課題

 当社を取り巻く事業環境は、政府建設投資が今後、緩やかな減少が続くと見込まれますが、国土強靭化、緊急防

災・減災事業及び老朽化対策事業等への投資が高水準で維持されると見込まれます。また、民間建設投資において

も、増税前の駆け込み需要、土木インフラ系企業の設備投資等が押し上げ要因になり、緩やかな回復基調が継続する

と思われますが、以前より直面している技術者・技能労働者不足、労務・資材費の上昇等の問題が工事進捗に影響を

及ぼすおそれもあり今後も動向を注視する必要があると思われます。 

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸

表を作成する方針であります。

 なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成28年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 16,307 31,661 

受取手形・完成工事未収入金等 68,257 62,554 

未成工事支出金等 888 1,349 

短期貸付金 25 24 

繰延税金資産 556 759 

その他 8,968 6,593 

貸倒引当金 △176 △164 

流動資産合計 94,827 102,778 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物 5,098 5,070 

機械、運搬具及び工具器具備品 8,774 8,901 

土地 5,150 4,978 

リース資産 160 168 

建設仮勘定 2 89 

減価償却累計額 △11,614 △11,457 

有形固定資産合計 7,571 7,750 

無形固定資産 137 145 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,406 5,780 

長期貸付金 102 78 

破産更生債権等 15 557 

繰延税金資産 102 91 

その他 1,646 929 

貸倒引当金 △622 △757 

投資その他の資産合計 6,649 6,679 

固定資産合計 14,358 14,575 

資産合計 109,185 117,353 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成28年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 43,558 42,879 

短期借入金 8,400 5,000 

未払法人税等 1,682 2,496 

未成工事受入金 6,667 5,661 

預り金 6,829 8,571 

完成工事補償引当金 272 357 

賞与引当金 349 494 

工事損失引当金 661 488 

その他 624 472 

流動負債合計 69,045 66,421 

固定負債    

繰延税金負債 602 497 

退職給付に係る負債 6,232 6,260 

訴訟損失引当金 81 202 

その他 1,443 1,345 

固定負債合計 8,359 8,305 

負債合計 77,404 74,727 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,321 9,030 

資本剰余金 5,246 7,955 

利益剰余金 18,931 24,261 

自己株式 △153 △163 

株主資本合計 30,346 41,082 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,341 1,196 

繰延ヘッジ損益 87 38 

為替換算調整勘定 △13 △27 

退職給付に係る調整累計額 △466 △379 

その他の包括利益累計額合計 947 827 

新株予約権 183 400 

非支配株主持分 302 314 

純資産合計 31,780 42,626 

負債純資産合計 109,185 117,353 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

売上高 138,525 146,815 

売上原価 127,824 132,784 

売上総利益 10,701 14,031 

販売費及び一般管理費 4,554 4,682 

営業利益 6,146 9,348 

営業外収益    

受取利息 9 10 

受取配当金 50 69 

為替差益 173 － 

貸倒引当金戻入額 6 19 

その他 98 79 

営業外収益合計 338 178 

営業外費用    

支払利息 75 55 

支払保証料 58 59 

為替差損 － 134 

その他 48 71 

営業外費用合計 182 321 

経常利益 6,302 9,205 

特別利益    

固定資産売却益 149 8 

訴訟損失引当金戻入額 123 － 

その他 15 － 

特別利益合計 288 8 

特別損失    

固定資産除売却損 0 29 

減損損失 776 0 

訴訟関連損失 99 475 

その他 － 0 

特別損失合計 876 504 

税金等調整前当期純利益 5,715 8,708 

法人税、住民税及び事業税 1,820 3,301 

法人税等調整額 △744 △160 

法人税等合計 1,076 3,140 

当期純利益 4,638 5,568 

非支配株主に帰属する当期純利益 22 13 

親会社株主に帰属する当期純利益 4,616 5,554 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当期純利益 4,638 5,568 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 391 △144 

繰延ヘッジ損益 67 △48 

為替換算調整勘定 17 △13 

退職給付に係る調整額 110 87 

その他の包括利益合計 585 △120 

包括利益 5,224 5,447 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 5,201 5,434 

非支配株主に係る包括利益 22 13 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自平成26年４月１日 至平成27年３月31日） 

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 6,321 5,246 12,575 △141 24,001 

会計方針の変更による累積
的影響額     1,890   1,890 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 6,321 5,246 14,465 △141 25,891 

当期変動額          

新株の発行         － 

剰余金の配当     △149   △149 

親会社株主に帰属する当期
純利益     4,616   4,616 

自己株式の取得       △12 △12 

自己株式の処分   0   0 0 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）         － 

当期変動額合計 － 0 4,466 △12 4,454 

当期末残高 6,321 5,246 18,931 △153 30,346 

 

                 

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 
非支配株主
持分 

純資産合計 
 

その他有価
証券評価差
額金 

繰延ヘッジ
損益 

為替換算調
整勘定 

退職給付に
係る調整累

計額 

その他の包
括利益累計
額合計 

当期首残高 950 20 △31 △576 362 － 282 24,646 

会計方針の変更による累積
的影響額               1,890 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

950 20 △31 △576 362 － 282 26,536 

当期変動額                

新株の発行               － 

剰余金の配当               △149 

親会社株主に帰属する当期
純利益               4,616 

自己株式の取得               △12 

自己株式の処分               0 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 391 67 17 110 585 183 20 790 

当期変動額合計 391 67 17 110 585 183 20 5,244 

当期末残高 1,341 87 △13 △466 947 183 302 31,780 
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当連結会計年度（自平成27年４月１日 至平成28年３月31日） 

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 6,321 5,246 18,931 △153 30,346 

会計方針の変更による累積
的影響額         － 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

6,321 5,246 18,931 △153 30,346 

当期変動額          

新株の発行 2,708 2,708     5,417 

剰余金の配当     △224   △224 

親会社株主に帰属する当期
純利益     5,554   5,554 

自己株式の取得       △10 △10 

自己株式の処分         － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）         － 

当期変動額合計 2,708 2,708 5,329 △10 10,736 

当期末残高 9,030 7,955 24,261 △163 41,082 

 

                 

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 
非支配株主
持分 純資産合計 

 
その他有価
証券評価差
額金 

繰延ヘッジ
損益 

為替換算調
整勘定 

退職給付に
係る調整累

計額 

その他の包
括利益累計
額合計 

当期首残高 1,341 87 △13 △466 947 183 302 31,780 

会計方針の変更による累積
的影響額               － 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 1,341 87 △13 △466 947 183 302 31,780 

当期変動額                

新株の発行               5,417 

剰余金の配当               △224 

親会社株主に帰属する当期
純利益               5,554 

自己株式の取得               △10 

自己株式の処分               － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

△144 △48 △13 87 △120 216 11 108 

当期変動額合計 △144 △48 △13 87 △120 216 11 10,845 

当期末残高 1,196 38 △27 △379 827 400 314 42,626 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 5,715 8,708 

減価償却費 362 380 

株式報酬費用 183 216 

減損損失 776 0 

訴訟関連損失 99 475 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △315 △166 

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 20 85 

賞与引当金の増減額（△は減少） 105 145 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 100 29 

工事損失引当金の増減額（△は減少） 211 △173 

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） △75 － 

固定資産除売却損益（△は益） △149 21 

受取利息及び受取配当金 △59 △79 

支払利息 75 55 

為替差損益（△は益） △179 132 

売上債権の増減額（△は増加） △12,612 5,685 

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,964 △463 

仕入債務の増減額（△は減少） 2,423 △658 

未成工事受入金の増減額（△は減少） △832 △1,006 

その他の資産の増減額（△は増加） △4,202 2,406 

その他の負債の増減額（△は減少） 928 1,511 

その他の損益（△は益） 18 125 

小計 △5,442 17,436 

利息及び配当金の受取額 59 79 

利息の支払額 △63 △53 

法人税等の支払額 △540 △2,518 

訴訟関連損失の支払額 △55 △53 

営業活動によるキャッシュ・フロー △6,042 14,890 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △66 △110 

定期預金の払戻による収入 66 154 

有形固定資産の取得による支出 △245 △741 

有形固定資産の売却による収入 1,253 184 

無形固定資産の取得による支出 △32 △33 

投資有価証券の取得による支出 △650 △683 

投資有価証券の売却による収入 159 60 

短期貸付金の増減額（△は増加） 5 3 

長期貸付けによる支出 △5 △2 

長期貸付金の回収による収入 22 21 

投資活動によるキャッシュ・フロー 507 △1,146 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,350 △6,550 

株式の発行による収入 － 5,417 

自己株式の取得による支出 △12 △10 

長期借入れによる収入 － 3,150 

自己株式の処分による収入 0 － 

配当金の支払額 △149 △224 

非支配株主への配当金の支払額 △1 △1 

リース債務の返済による支出 △39 △12 

その他 △34 △55 

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,113 1,712 

現金及び現金同等物に係る換算差額 98 △58 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,322 15,397 

現金及び現金同等物の期首残高 18,558 16,235 

現金及び現金同等物の期末残高 16,235 31,633 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

 （企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25 

年９月13日）等を当連結会計年度から適用し、当期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への

表示の変更を行っています。当該表示の変更を反映させるため、前連結会計年度については、連結財務諸表の組替え

を行っています。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要
 当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役
会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。
 当社グループは、主として土木、建築工事を中心とした建設事業を営んでおり、土木工事全般に関する事
業である「土木事業」、建築工事全般に関する事業である「建築事業」及び建設事業以外の事業（不動産の
売買、賃貸等や建設用資材の販売、賃貸等に関する事業等）である「その他の事業」の３つを報告セグメン
トとしています。
 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法
 報告されているセグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に
おける記載と概ね同一です。
 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値です。
 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報
  前連結会計年度（自平成26年４月１日 至平成27年３月31日）

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 調整額 
（注１・３） 

連結財務諸表 
計上額 
（注２）   土木事業 建築事業 その他の事業 計 

売上高            

外部顧客に対する売上高 69,751 65,171 3,602 138,525 － 138,525 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
1 9 372 382 △382 － 

計 69,752 65,180 3,974 138,907 △382 138,525 

セグメント利益 4,475 1,578 84 6,138 8 6,146 

セグメント資産 57,397 50,197 2,793 110,389 △1,203 109,185 

その他の項目            

減価償却費 208 135 27 371 △8 362 

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額 
119 92 49 262 － 262 

（注）１．セグメント利益の調整額8百万円は、セグメント間取引消去です。
     ２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
      ３．すべての資産は各セグメントに配分されているため全社資産はありません。
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 当連結会計年度（自平成27年４月１日 至平成28年３月31日） 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 調整額 
（注１・３） 

連結財務諸表 
計上額 
（注２）   土木事業 建築事業 その他の事業 計 

売上高            

外部顧客に対する売上高 73,745 69,546 3,523 146,815 － 146,815 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ 8 678 687 △687 － 

計 73,745 69,554 4,202 147,502 △687 146,815 

セグメント利益 5,469 3,766 126 9,361 △13 9,348 

セグメント資産 65,877 49,883 2,799 118,559 △1,206 117,353 

その他の項目            

減価償却費 222 113 50 386 △6 380 

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額 
524 119 103 747 △20 726 

（注）１．セグメント利益の調整額△13百万円は、セグメント間取引消去です。 
     ２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
      ３．すべての資産は各セグメントに配分されているため全社資産はありません。
 

（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日）

１株当たり純資産額（円） 418.11 485.48

１株当たり当期純利益（円） 61.67 67.18

潜在株式調整後１株当たり当期純利益（円）  61.45 66.54

 （注）１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
前連結会計年度

（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日）

１株当たり当期純利益    

親会社株主に帰属する当期純利益金額

（百万円）
4,616 5,554

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期

純利益金額（百万円）
4,616 5,554

期中平均株式数（千株） 74,859 82,683

     

潜在株式調整後１株当たり当期純利益    

普通株式増加数（千株） 263 795

（うち新株予約権（千株）） （263） （795）
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６．個別財務諸表

（１）貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当事業年度 

(平成28年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 9,683 21,275 

受取手形 3,740 4,585 

完成工事未収入金 49,923 42,590 

未成工事支出金等 425 689 

短期貸付金 18 16 

立替金 4,562 5,218 

繰延税金資産 326 502 

その他 3,168 640 

貸倒引当金 △161 △153 

流動資産合計 71,687 75,365 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物 4,486 4,579 

減価償却累計額 △2,696 △2,771 

建物・構築物（純額） 1,790 1,807 

機械・運搬具 6,656 6,652 

減価償却累計額 △6,419 △6,170 

機械・運搬具（純額） 236 482 

工具器具・備品 1,193 1,225 

減価償却累計額 △1,146 △1,151 

工具器具・備品（純額） 47 73 

土地 4,867 4,856 

リース資産 134 145 

減価償却累計額 △102 △118 

リース資産（純額） 32 26 

建設仮勘定 2 2 

有形固定資産合計 6,975 7,248 

無形固定資産    

借地権 11 11 

ソフトウエア 37 36 

リース資産 1 0 

その他 60 65 

無形固定資産合計 110 114 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,354 4,676 

関係会社株式 2,134 2,134 

関係会社長期貸付金 519 441 

破産更生債権等 － 557 

長期前払費用 0 0 

その他 1,242 555 

貸倒引当金 △552 △703 

投資その他の資産合計 7,699 7,661 

固定資産合計 14,784 15,024 

資産合計 86,472 90,390 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当事業年度 

(平成28年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形 4,853 5,657 

工事未払金 24,962 25,559 

短期借入金 8,400 5,000 

リース債務 16 16 

未払法人税等 916 1,663 

未成工事受入金 3,264 2,327 

預り金 10,271 7,380 

完成工事補償引当金 204 289 

賞与引当金 234 313 

工事損失引当金 177 45 

その他 381 451 

流動負債合計 53,682 48,705 

固定負債    

リース債務 18 12 

繰延税金負債 498 399 

退職給付引当金 4,358 4,429 

訴訟損失引当金 80 202 

資産除去債務 4 4 

その他 113 114 

固定負債合計 5,075 5,163 

負債合計 58,757 53,868 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,321 9,030 

資本剰余金    

資本準備金 4,831 7,540 

その他資本剰余金 415 415 

資本剰余金合計 5,246 7,955 

利益剰余金    

利益準備金 1,105 1,105 

その他利益剰余金    

固定資産圧縮積立金 141 140 

別途積立金 6,915 6,915 

繰越利益剰余金 6,706 10,121 

利益剰余金合計 14,869 18,282 

自己株式 △153 △163 

株主資本合計 26,283 35,103 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 1,159 978 

繰延ヘッジ損益 87 38 

評価・換算差額等合計 1,246 1,016 

新株予約権 183 400 

純資産合計 27,714 36,521 

負債純資産合計 86,472 90,390 
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（２）損益計算書

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

売上高    

完成工事高 97,809 102,299 

売上高合計 97,809 102,299 

売上原価    

完成工事原価 90,958 93,353 

売上原価合計 90,958 93,353 

売上総利益    

完成工事総利益 6,850 8,945 

売上総利益合計 6,850 8,945 

販売費及び一般管理費    

役員報酬 157 165 

従業員給料手当 1,108 1,132 

賞与引当金繰入額 46 58 

退職給付費用 114 105 

株式報酬費用 183 216 

法定福利費 193 199 

福利厚生費 36 34 

修繕維持費 32 23 

事務用品費 36 30 

通信交通費 165 159 

動力用水光熱費 24 20 

調査研究費 227 45 

広告宣伝費 10 12 

貸倒引当金繰入額 △63 △6 

交際費 44 51 

寄付金 4 4 

地代家賃 73 66 

減価償却費 60 59 

租税公課 138 191 

保険料 45 45 

雑費 276 268 

販売費及び一般管理費合計 2,917 2,883 

営業利益 3,932 6,061 

営業外収益    

受取利息 39 31 

受取配当金 237 256 

為替差益 171 － 

その他 115 75 

営業外収益合計 564 362 

営業外費用    

支払利息 78 58 

支払保証料 34 39 

為替差損 － 134 

その他 40 68 

営業外費用合計 153 301 

経常利益 4,343 6,123 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

特別利益    

固定資産売却益 143 3 

訴訟損失引当金戻入額 99 － 

その他 15 － 

特別利益合計 258 3 

特別損失    

固定資産除売却損 0 25 

訴訟関連損失 80 457 

減損損失 776 0 

その他 － 0 

特別損失合計 857 483 

税引前当期純利益 3,745 5,643 

法人税、住民税及び事業税 1,004 2,133 

法人税等調整額 △505 △127 

法人税等合計 498 2,005 

当期純利益 3,246 3,637 

 

- 18 -

大豊建設株式会社（1822）　平成28年３月期決算短信



（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自平成26年４月１日 至平成27年３月31日） 

                (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本合
計 

  

資本準備金 その他資本
剰余金 

利益準備金 

その他利益剰余金 

  
固定資産圧
縮積立金 

別途積立金 繰越利益剰
余金 

当期首残高 6,321 4,831 414 1,105 138 6,915 1,992 △141 21,578 

会計方針の変更に
よる累積的影響額             1,620   1,620 

会計方針の変更を反
映した当期首残高 

6,321 4,831 414 1,105 138 6,915 3,612 △141 23,199 

当期変動額                   

新株の発行                 － 

固定資産圧縮積立
金の積立         6   △6   － 

固定資産圧縮積立
金の取崩         △4   4   － 

剰余金の配当             △149   △149 

当期純利益             3,246   3,246 

自己株式の取得               △12 △12 

自己株式の処分     0         0 0 

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額） 

                － 

当期変動額合計 － － 0 － 2 － 3,094 △12 3,084 

当期末残高 6,321 4,831 415 1,105 141 6,915 6,706 △153 26,283 

 

           

  評価・換算差額等 
新株予約権 純資産合計 

  
その他有価証券評価差

額金 繰延ヘッジ損益 評価・換算差額等合計 

当期首残高 889 20 909 － 22,488 

会計方針の変更に
よる累積的影響額         1,620 

会計方針の変更を反
映した当期首残高 

889 20 909 － 24,109 

当期変動額           

新株の発行         － 

固定資産圧縮積立
金の積立         － 

固定資産圧縮積立
金の取崩         － 

剰余金の配当         △149 

当期純利益         3,246 

自己株式の取得         △12 

自己株式の処分         0 

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額） 

269 67 336 183 520 

当期変動額合計 269 67 336 183 3,605 

当期末残高 1,159 87 1,246 183 27,714 
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当事業年度（自平成27年４月１日 至平成28年３月31日） 

                (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 株主資本合
計 

  

資本準備金 
その他資本
剰余金 

利益準備金 

その他利益剰余金 

  
固定資産圧
縮積立金 別途積立金 

繰越利益剰
余金 

当期首残高 6,321 4,831 415 1,105 141 6,915 6,706 △153 26,283 

会計方針の変更に
よる累積的影響額                 － 

会計方針の変更を反
映した当期首残高 

6,321 4,831 415 1,105 141 6,915 6,706 △153 26,283 

当期変動額                   

新株の発行 2,708 2,708             5,417 

固定資産圧縮積立
金の積立         3   △3   － 

固定資産圧縮積立
金の取崩         △4   4   － 

剰余金の配当             △224   △224 

当期純利益             3,637   3,637 

自己株式の取得               △10 △10 

自己株式の処分                 － 

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額） 

                － 

当期変動額合計 2,708 2,708 － － △0 － 3,414 △10 8,819 

当期末残高 9,030 7,540 415 1,105 140 6,915 10,121 △163 35,103 

 

           

  評価・換算差額等 
新株予約権 純資産合計 

  
その他有価証券評価差

額金 
繰延ヘッジ損益 評価・換算差額等合計 

当期首残高 1,159 87 1,246 183 27,714 

会計方針の変更に
よる累積的影響額         － 

会計方針の変更を反
映した当期首残高 

1,159 87 1,246 183 27,714 

当期変動額           

新株の発行         5,417 

固定資産圧縮積立
金の積立         － 

固定資産圧縮積立
金の取崩         － 

剰余金の配当         △224 

当期純利益         3,637 

自己株式の取得         △10 

自己株式の処分         － 

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額） 

△180 △48 △229 216 △12 

当期変動額合計 △180 △48 △229 216 8,807 

当期末残高 978 38 1,016 400 36,521 
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７．その他

(１) 個別完成工事高、受注の状況 

 

部門別完成工事高 

 （単位：百万円）

項  目
 前事業年度  当事業年度 前期比

金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 増減率

     ％    ％    ％ 

土  木 50,294 51.4 50,034 48.9 △259 △0.5

建  築 47,514 48.6 52,264 51.1 4,749 10.0

官 公 庁 59,434 60.8 59,486 58.1 52 0.1

民  間 38,375 39.2 42,812 41.9 4,437 11.6

合  計 97,809 100.0 102,299 100.0 4,489 4.6

 

 

 

 

受 注 状 況 

 （単位：百万円）

項  目
 前事業年度  当事業年度 前期比

金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 増減率

（受 注 高）    ％    ％    ％ 

土  木 65,084 52.8 44,744 44.9 △20,340 △31.3

建  築 58,122 47.2 54,847 55.1 △3,274 △5.6

官 公 庁 87,318 70.9 50,070 50.3 △37,248 △42.7

民  間 35,889 29.1 49,522 49.7 13,633 38.0

合  計 123,207 100.0 99,592 100.0 △23,615 △19.2

（受注残高）            

土  木 89,096 61.4 83,805 58.9 △5,290 △5.9

建  築 55,908 38.6 58,492 41.1 2,583 4.6

合  計 145,005 100.0 142,298 100.0 △2,706 △1.9
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